
模擬デブリを用いた特性の把握、
実デブリの性状分析、デブリ処理技術の開発における

原子力機構の取組について
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検討状況の紹介（模擬デブリを用いた特性の把握）

TMI-２文献調査 SA調査＊1） 1F関連情報収集 SA研究

1F炉内条件整理デブリ生成条件整理デブリ物性情報整理

1Fデブリ相状態の

未照射UO2+Zr (+SUS,
模擬FP等）

温度

元素組成

酸素分
加湿

海水塩分
B4C

推定

模擬デブリ調整＊2）

模擬デブリ分析に
基づく物性情報

燃料デブリ取り出し/処理処分に係る検討

TMI-2デブリ分析に
基づく物性情報

1F実デブリ分析に
基づく物性情報

＊1）欧州・ロシアSA調査（平成23年11
月20～12月4日）

フランス：EFD ,AREVA, IRSN, CEA
ドイツ：KIT, ITU,
ロシア：ISTC(NITI, IBRAE, IVTAN, LUCH, KI,
KRI)
スイス：PSI
ハンガリー：AEKI

温度
酸素分圧

加湿

＊2）アーク溶解によるU-Zr試料調製例

2



熱処理後試料のSEM観察

検討状況の紹介（模擬デブリ特性評価）

(a)25％Zry-UO2 (b)50％Zry-UO2 (c)75％Zry-UO2

�金属粉末の形状を反映し、100-300µmの粒状の集合体で構
成している。

�表面のSEM観察は、組成によって大きく変化していることが
確認できる。

�Zry含有率が増加するほど結晶粒径が小さい。

10µm
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模擬デブリを用いた特性の把握等 推進体制

高レベル放射性物
質研究施設（CPF） 第4研究棟

燃料サイクル安全
工学研究施設
（NUCEF）

日本原子力研究開発機構

大洗研究開発センタ

情報共有

東京電力（株）
（株）東芝
日立GE（株）

�事故時のプラントデータ等

国内外関連機関
（電中研 JNFL等）

東海研究開発センター
（核燃料サイクル工学研究所・原子力科学研究所）

�核燃料開発研究者
が連携

�機構内の試験施設
においてこれまでの
知見を活かし研究
開発を実施

照射燃料集合体試
験施設（FMF）

ソースターム試験装
置（AGF：照射燃料

試験施設）

（2-①-9）デブリの臨界管理技術の開発
（2-②-1）炉内状況把握のための事故進展解析技術の高度化
（2-③-4）燃料デブリに係る計量管理方策の構築
（3-2）放射性廃棄物の処理・処分技術の開発

他研究開発
との連携

大洗研究開発センター （電中研、JNFL等）

�処理方法に係る研究の実施
�過酷事故時における燃料挙動等
に関する研究成果

情報交換
協力
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